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戦
争
と
大
学

　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
五
月
か
ら
学
長
を
務
め
て
い
た
原
嘉よ
し

道み
ち

は
、
三
八
年
二
月
に
枢
密
院
副
議
長
に
就
任
し
た
。
き
わ
め
て

多
忙
と
な
っ
た
原
は
学
長
を
辞
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
を

受
け
て
同
年
四
月
、
林
頼
三
郎
が
卒
業
生
と
し
て
初
め
て
学
長
に

就
任
し
た
。

　

林
は
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
法
学
院
邦
語
法
学
科
を

一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
七
月
に
卒
業
し
た
後
、
翌
九
七
年

に
判
検
事
登
用
試
験
お
よ
び
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
た
。

　

司
法
官
試
補
（
水
戸
区
裁
判
所
判
事
代
理
）、
東
京
区
裁
判
所

判
事
、
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
や
宮
城
控
訴
院
判
事
、
さ
ら
に

大
審
院
検
事
な
ど
を
経
て
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
司
法
次

官
と
な
り
、
三
二
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
検
事
総
長
、
大
審
院

長
、
司
法
大
臣
を
歴
任
し
、
三
七
年
に
は
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
間
、
本
学
の
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、

二
五
年
に
理
事
に
就
任
し
て
二
八
年
か
ら
は
法
学
部
長
を
務
め
て

い
た
。

　
『
中
央
大
学
新
聞
』
第
一
四
二
号
は
、
待
望
久
し
か
っ
た
本
学

生
え
抜
き
の
学
長
の
誕
生
を
「
我
等
が
誇
る
大
先
輩　

林
頼
三
郎

博
士
愈
い
よ
い
よ

出
馬　

初
め
て
迎
ふ
白
門
出
の
学
長
」
と
手
放
し
の
喜

び
を
も
っ
て
歓
迎
す
る
記
事
を
掲
載
し
、
五
月
八
日
に
は
原
前
学

長
と
林
新
学
長
の
送
迎
式
が
、
創
立
五
十
周
年
記
念
大
講
堂
に
お

い
て
大
学
評
議
員
、
教
職
員
、
学
生
生
徒
約
四
、〇
〇
〇
人
の
出

席
の
も
と
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
送
迎
式
に
先
立
つ
四
月
十
六
日
に
三
八
年
度
入
学
式
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
席
上
、
林
学
長
は
新
入
生
に
訓
辞
を
与
え
、

所
懐
の
一
端
と
し
て
本
学
の
三
つ
の
伝
統
的
精
神
に
つ
い
て
述
べ

た
。
林
が
示
し
た
「
本
学
の
主
義
精
神
」
と
は
、「
質
実
剛
健
」、

「
自
主
的
の
信
念
」、「
家
族
的
の
情
味
」
の
三
つ
で
、
こ
れ
ら
の

も
の
が
あ
い
ま
っ
て
「
鬱
然
と
し
て
本
学
の
校
風
を
為
し
て
居

る
」
と
語
っ
た
。

　
「
質
実
剛
健
」
は
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
国
民
教

化
運
動
が
展
開
し
て
い
く
過
程
で
校
風
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
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「
自
主
的
の
信
念
」
と
「
家
族
的
情
味
」
の
登
場

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
自
主
的
の
信
念
」
と
「
家
族

的
の
情
味
」
の
二
つ
は
、
こ
の
時
初
め
て
登
場
し
た
言
葉
で
あ
っ

た
。

　

林
に
よ
れ
ば
、「
自
主
的
の
信
念
」
と
は
妄み
だ

り
に
外
国
の
模
倣

を
す
る
の
で
は
な
く
国
体
国
風
を
重
ん
じ
る
精
神
主
義
の
こ
と
を

言
い
、
物
質
主
義
・
個
人
主
義
を
排
し
て
国
家
主
義
・
全
体
主
義

を
と
る
こ
と
が
本
学
の
伝
統
で
あ
る
と
し
て
法
典
実
施
延
期
運
動

を
そ
の
例
に
挙
げ
て
い
た
。

　

ま
た
「
家
族
的
情
味
」
は
、
他
校
に
は
見
ら
れ
な
い
本
学
の
教

職
員
・
学
生
が
お
互
い
に
持
つ
一
大
家
族
の
よ
う
な
情
愛
で
、
相

互
の
犠
牲
的
精
神
を
も
っ
て
事
に
あ
た
る
と
い
う
気
風
で
あ
る
と

述
べ
て
い
た
。
以
後
、

毎
年
入
学
式
の
学
長
訓

辞
に
こ
の
三
つ
の
「
伝

統
的
精
神
」
が
繰
り
返

し
登
場
す
る
こ
と
と
な

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時

期
に
「
自
主
的
の
信

念
」
と
「
家
族
的
情

味
」
が
伝
統
的
精
神
と
さ
れ
て
登
場
す
る
背
景
に
は
、
当
時
の
社

会
情
勢
が
強
く
影
響
し
て
い
た
。
林
頼
三
郎
が
学
長
に
就
任
す
る

前
年
の
三
七
年
七
月
廬ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

事
件
を
発
端
と
す
る
日
中
戦
争
が

始
ま
る
と
、
政
府
は
「
挙
国
一
致
・
尽
忠
報
国
・
堅
忍
持
久
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
戦
時
体
制
に
即
応
し
た
教
化
運
動
で
あ
る
国

民
精
神
総
動
員
運
動
を
組
織
し
、
三
八
年
に
国
家
総
動
員
法
を
成

立
さ
せ
た
。

　

こ
の
動
向
は
、
そ
の
後
の
い
わ
ゆ
る
新
体
制
運
動
へ
と
引
き
継

が
れ
て
い
く
が
、
四
一
年
四
月
の
入
学
式
訓
辞
で
林
は
、
新
体
制

運
動
に
触
れ
て
そ
れ
が
外
来
思
想
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
た
社
会

的
、
国
家
的
、
ま
た
個
人
的
状
態
を
是
正
し
、
日
本
の
本
来
の
姿

に
立
ち
返
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
新
体
制
の
理
念
と
本
学

の
伝
統
的
精
神
と
は
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
、
本
学
に
限
ら
ず
早
稲
田
大
学
や
明
治
大
学
な

ど
他
の
私
立
大
学
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

学
長
と
し
て
の
林
が
入
学
式
で
繰
り
返
し
述
べ
た
「
自
主
的
の

信
念
」
と
「
家
族
的
情
味
」
は
、
政
治
・
経
済
の
両
面
か
ら
社
会

の
全
体
主
義
的
な
再
編
と
統
制
強
化
が
推
進
さ
れ
て
い
く
中
で
、

大
学
が
総
力
戦
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
際
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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